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企画の趣旨

企画案
世界の中心で学ぶ　～子供たちの夏休み寺子屋教室～
期間：夏休み期間の一週間程度（初回は3泊4日程度を予定） 
対象：全国から集まった小学生たち（初回は２０人程度） 
内容：近江八幡ゆかりのヴォ―リーズや近江商人、信長らの生

き方や独立精神について学ぶ。合わせて、琵琶湖でのマ
リンスポーツ体験、湖畔での自然環境学習、伝統的な町
並み見学、地元の人々との交流など、教室授業＋体験学
習で、充実した夏休みを過ごしてもらう。 

プロジェクトの狙い
人を作る＝近江八幡市へのシンパシー増大＆情報発信
・参加の子供たち自身、子供たちの親、ファミリーたちの近江
八幡市に対するシンパシー増大と情報発信 
・サポートの若者たちの近江八幡市に対するシンパシー増大と
情報発信 
・参加講師たちによる情報発信 
・サポートの地元の人たちによる情報発信 
・併設サイトによる情報発信

立命館大学＋近江八幡商工会議所

実施について
主催
「世界の中心で学ぶ」実行委員会
• 安土町商工会
• ヴォーリズ学園
• 近江八幡市教育委員会
• 近江八幡市政策推進課
• 近江八幡商工会議所
• 近江八幡ロータリークラブ
• NPO法人百菜劇場
• 株式会社まっせ
• 立命館大学佐藤ゼミ

（2017.3.6現在）

プロセス 
1. 全体計画作成 
2. 広報計画作成 
募集・広報用サイト作成 

3. 実施イベント内容についての　　
具体的検討 
プログラム内容検討、参加小学生・
ボランティア募集 

4. 実施準備 
準備のための調整会議実施 

5. 第1回「世界の中心で学ぶ～子供
たちの夏休み寺子屋教室」開催 

　（2017年８月上旬開催予定） 

世界の中心で学ぶ 
～子供たちの夏休み寺子屋教室～

今日の情報通信技術、流通の発達は、地理的な中心と周辺の概念を無くしてしまった。
その意味で、都会や田舎、また世界と日本はまったく同レベルで、フラットな時代が
到来したのである。かつて近江八幡を拠点として活躍したヴォーリーズは、サインのそ
ばに必ず中心に点を打ったマルを添え、それは「近江八幡は世界の中心」と説明した。
フラットな現代世界では、中心を自認した者が、世界の中心になるとも言ってよい。
１００年を経て、ヴォ―リーズの信念は現実のものとなったのである。こうした精神、
生き方を子供たちといっしょに考え、育むのが本企画の趣旨である。


